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児童のみなさん・保護者の方へ 

 

 ３月から２ヶ月を超える休校が続いています。新型コロナウイルスの感染を広げな

いために、学校に行かれないことはもちろん、おでかけしたり、外で自由に運動した

り、お友達といっしょに遊んだりすることもできず、我慢しなければならないことが

たくさんあります。学習の遅れも心配になっていると思います。そのような中、わた

したち小学校の教職員は、みなさんがいろいろ我慢しながらも、毎日健康に笑顔で過

ごせているかどうかとても心配しています。体の具合がよくなかったり、なにか心配

なこと、不安なことがあったりしたら、遠慮せずに学校まで連絡してください。 

 

 新型コロナウイルスの感染はまだ弱まっているとは言えません。このため藤沢市で

は、５月３１日まで休校を延長することになりました。感染を拡大させないために一

番大切なことは「家にいること」です。我慢の日々がまだしばらく続きますが、１日

でも早くまた学校で先生や友達といっしょに学んだり、遊んだりすることができるよ

うにするために、外出をできるだけひかえ、密閉（むんむん）、密集（ぎゅうぎゅう）、

密接（がやがや）を避ける生活をしていきましょう。 

 

 学校から届いた課題にはしっかり取り組むようにしてください。ただ、わからない

ところ、今解決できないところは、学校が再開してからクラスの友だちや先生としっ

かり確認することができるので安心してください。また、与えられた課題だけでなく、

ふだん時間がなくてやりたくてもできなかったことにじっくり取り組むことができる

機会でもあります。自分の興味のあることにじっくり取り組むことも立派な学習です。 

 我慢がつづく中でつらいことや苦しいこともありますが、いっしょに乗り越えてい

きましょう。 

 

 保護者の皆様、教科書受け取り等含め、休校措置へのご理解ご協力ありがとうござ

います。くれぐれもお体に気をつけてお過ごしください。 



 

 お互いに関わることがこんなにも日々の自分達を支えていたのだ、ということ

を痛感させられる機会は初めてです。そして同時にこんなにたっぷりと時間がと

れることもないのではないでしょうか。この長い自粛の日々が家族にとっていい

時間になっているとよいなと思います。３ヶ月間で、子どもは十分成長します。

身長も伸びていることでしょう。きっと皆少しずつ大人っぽくなっていることと

思います。そんな子ども達が、また友だちと会えた時、学校が再開した時、どん

なことを感じるのでしょう。学校に子ども達が戻ってくることを心から楽しみに

待っています。 

 今後の予定は、休校終了決定後にお知らせします。今まで通りの活動は当面で

きないかと思われますので、ご理解ご協力いただく事も多いかと存じますが、よ

りよい活動のあり方を探っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

この４月も、学校には、例年と同じように色とりどりの花が咲いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済給付金の振り込み時期について

（お知らせ） 

 独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下「センター」という）の災害

共済給付金の振り込み時期について市よりお知らせがありました。 

通常、お子様の学校活動中のけが等における給付は、月毎に取りまとめ、学

校から藤沢市教育委員会をとおして申請し、翌月下旬には保護者指定口座に振

り込みをしています。 

４月分につきましても５月下旬に振り込み予定でしたが、センターでは新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、勤務体制を縮小しており、災

害共済給付における支払業務について、遅延が生じております。 

センターからの給付が完了しだい、すみやかに振り込みを実施させていただ

きます。保護者の皆様には、ご迷惑をおかけし誠に申し訳ございませんが、ご

理解のほどよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


